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(57)【要約】
　本発明の実施例はアレイ基板、液晶表示装置および配
向ラビング方法を提供する。前記アレイ基板は、ゲート
ライン、データライン、前記ゲートラインとデータライ
ンとが相互に交差して定義する画素単位、及び前記アレ
イ基板上に形成される配向膜を含む。前記画素単位は薄
膜トランジスタ、第一電極、及びスリットを設けている
第二電極を含む。前記第二電極のスリット方向と前記デ
ータライン方向との間は、第一非ゼロプリセット角度を
なし、前記配向膜のラビング方向と前記第二電極のスリ
ット方向との間は、第二非ゼロプリセット角度をなし、
且つ前記配向膜のラビング方向と前記データライン方向
との間の角度は、前記第二非ゼロプリセット角度より大
きい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アレイ基板であって、
　ゲートライン、データライン、前記ゲートラインと前記データラインとが相互に交差し
て定義する画素単位、及び前記アレイ基板上に形成される配向膜を含み、
　前記画素単位が薄膜トランジスタ、第一電極、及びスリットを設けている第二電極を含
み、
　前記第二電極のスリット方向と前記データライン方向との間が、第一非ゼロプリセット
角度をなし、前記配向膜のラビング方向と前記第二電極のスリット方向との間が、第二非
ゼロプリセット角度をなし、且つ前記配向膜のラビング方向と前記データライン方向との
間の角度が、前記第二非ゼロプリセット角度より大きいことを特徴とする、アレイ基板。
【請求項２】
　前記配向膜のラビング方向と前記データライン方向との間の角度の値が、前記第一非ゼ
ロプリセット角度の値と前記第二非ゼロプリセット角度の値との和であり、または前記第
一非ゼロプリセット角度の値と前記第二非ゼロプリセット角度の値との差であることを特
徴とする、請求項１に記載のアレイ基板。
【請求項３】
　前記第一電極と前記アレイ基板の共通電極ラインとが電気接続され、前記第二電極と前
記薄膜トランジスタのドレイン電極とが電気接続されていることを特徴とする、請求項１
または２に記載のアレイ基板。
【請求項４】
　前記第一電極と前記薄膜トランジスタのドレイン電極とが電気接続され、前記第二電極
と前記アレイ基板の共通電極ラインとが電気接続されていることを特徴とする、請求項１
または２に記載のアレイ基板。
【請求項５】
　前記第一非ゼロプリセット角度の範囲が２０～３０度であることを特徴とする、請求項
１～４のいずれかに記載のアレイ基板。
【請求項６】
　前記第二非ゼロプリセット角度の範囲が５～９度であることを特徴とする、請求項１～
４のいずれかに記載のアレイ基板。
【請求項７】
　セル形成後のアレイ基板とカラーフィルター基板とを含み、前記アレイ基板が、請求項
１～６のいずれかに記載のアレイ基板であり、前記カラーフィルター基板上の配向膜のラ
ビング方向が、前記アレイ基板上の配向膜のラビング方向と相反することを特徴とする、
液晶表示装置。
【請求項８】
　アレイ基板の配向ラビング方法であって、
　アレイ基板の前進速度並びにラビングロールの軸方向及び角速度を設定し、
　前記アレイ基板の前進速度が向く直線の方向が、前記アレイ基板上のデータラインの方
向と相反し、
　前記ラビングロールの軸方向と前記アレイ基板上のデータライン方向との間が、第三非
ゼロプリセット角度をなし、前記アレイ基板上の第二電極のスリット方向と前記データラ
イン方向との間が、第一非ゼロプリセット角度をなし、
　前記アレイ基板が設定された前進速度に従って進み、さらに前記ラビングロールと接触
し、前記アレイ基板上の配向膜に対しラビングを行い、これにより前記配向膜のラビング
方向と前記第二電極のスリット方向との間に第二非ゼロプリセット角度をなし、前記配向
膜のラビング方向が前記ラビングロールの軸方向と垂直となり、且つ前記配向膜のラビン
グ方向と前記データライン方向との間の角度が、前記第二非ゼロプリセット角度より大き
いことを特徴とする、アレイ基板の配向ラビング方法。
【請求項９】
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　前記第三非ゼロプリセット角度の余角の値が、前記第一非ゼロプリセット角度の値と前
記第二非ゼロプリセット角度の値との和であり、または、
　前記第三非ゼロプリセット角度の余角の値が、前記第一非ゼロプリセット角度の値と前
記第二非ゼロプリセット角度の値との差であることを特徴とする、請求項８に記載の方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施例はアレイ基板、液晶表示装置及び配向ラビング方法に係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　現在の広視野角液晶ディスプレイ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ，
ＬＣＤ）には主に、アドバンストスーパーディメンションスイッチング（Ａｄｖａｎｃｅ
ｄ　Ｓｕｐｅｒ　Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ　Ｓｗｉｔｃｈ，ＡＤＳ）型及びインプレーンスイ
ッチング（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ，ＩＰＳ）型が含まれる。ＡＤＳ型Ｔ
ＦＴ－ＬＣＤは同じ平面内にあるスリット電極の周囲に生じる電界と、スリット電極層と
プレート状電極層の間に生じる電界とにより多次元電界を形成し、これにより液晶セル（
ｃｅｌｌ）内のスリット電極間、電極の真上にあるすべての配向液晶分子が回転できるよ
うにし、これにより液晶の稼動効率を高め、さらに光透過効率を高めた。アドバンストス
ーパーディメンションスイッチング技術は、ＴＦＴ－ＬＣＤ製品の画面品質を高め、解像
度が高い、透過率が高い、消費電力が低い、視野角が広い、開口率が高い、色差が低い、
プッシュムラがないなどの優れた点を有する。
【０００３】
　図１は、一種のＡＤＳ型ＬＣＤのアレイ基板の模式図を示している。ベース基板上にお
いて、アレイ方式に配列する複数の画素単位を含み、且つそれぞれの画素単位中には共通
電極０１（プレート状電極）及び画素電極０２（スリット状電極、複数のスリットを含む
）を含む。画素電極０２上には、データライン０３と平行する、複数の互いに平行するス
リット０４を有する。画素単位構造を形成した後、その表面にＰＩ（ポリイミド）材料を
堆積させる事で配向膜を形成し、さらにこの配向膜に対して配向ラビング（ｒｕｂｂｉｎ
ｇ）を行うことで、アレイ基板の製造を完了させる。図１において、データライン０３を
基準線（縦方向）とする。座標系中の縦座標Ｙの方向は、データラインの方向と同じであ
り、画素電極０２のスリット０４の延伸方向は、データライン方向と同じである。アレイ
基板のラビング工程中における前進方向１２とＹ方向は相反するものであり、配向膜のラ
ビング方向１１は、画素電極０２のスリット方向と一定の夾角を形成する。
【０００４】
　図１に示される技術において、配向膜のラビング方向１１と、アレイ基板の前進方向１
２の反対方向の間との夾角は比較的小さく、これにより、ラビングロールとアレイ基板と
が相対的に運動する際、Ｙ方向上の両者の相対速度は比較的大きい。これにより、ラビン
グロールと基板との間の相互損傷をもたらし、ラビングの均一性に影響し、製造されたデ
ィスプレイのグレースケール（ｇｒａｙｓｃａｌｅ）不良をもたらしてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の実施例は、アレイ基板、液晶表示装置及び配向ラビング方法を提供し、これに
よりラビング均一性を高める。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は一つの側面において、アレイ基板を提供し、前記アレイ基板は、ゲートライン
、データライン、前記ゲートラインと前記データラインとが相互に交差して定義する画素
単位、及び前記アレイ基板上に形成される配向膜を含む。前記画素単位は薄膜トランジス



(4) JP 2015-503771 A 2015.2.2

10

20

30

40

50

タ、第一電極、及びスリットを設けている第二電極を含み、前記第二電極のスリット方向
と前記データライン方向との間は、第一非ゼロプリセット角度をなし、前記配向膜のラビ
ング方向と前記第二電極のスリット方向との間は、第二非ゼロプリセット角度をなし、さ
らに前記配向膜のラビング方向と前記データライン方向との間の角度は、前記第二非ゼロ
プリセット角度より大きい。
【０００７】
　本発明はもう一つの側面において、液晶表示装置を提供し、セル形成後のアレイ基板と
カラーフィルター基板とを含み、前記アレイ基板は上記のアレイ基板であり、前記カラー
フィルター基板上の配向膜のラビング方向は前記アレイ基板上の配向膜のラビング方向と
相反する。
【０００８】
　本発明はもう一つの側面において、配向ラビング方法を提供し、前記方法は以下を含む
。アレイ基板の前進速度並びにラビングロールの軸方向及び角速度を設定し、前記アレイ
基板の前進速度が向く直線の方向は、前記アレイ基板上のデータラインの方向と相反し、
前記ラビングロールの軸方向と前記アレイ基板上のデータライン方向との間は、第三非ゼ
ロプリセット角度をなし、前記アレイ基板上の第二電極のスリット方向と前記データライ
ン方向との間は、第一非ゼロプリセット角度をなす。
【０００９】
　前記アレイ基板は設定された前進速度に従って進み、さらに前記ラビングロールと接触
し、前記アレイ基板上の配向膜に対しラビングを行い、これにより前記配向膜のラビング
方向と前記第二電極のスリット方向との間に第二非ゼロプリセット角度をなし、前記配向
膜のラビング方向は前記ラビングロールの軸方向と垂直となり、且つ前記配向膜のラビン
グ方向と前記データライン方向との間の角度が、前記第二非ゼロプリセット角度より大き
い。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の実施例は、アレイ基板、液晶表示装置及び配向ラビング方法を提供する。一方
で、配向膜のラビング方向と第二電極のスリット方向との間の第二非ゼロプリセット角度
を設定し、高い開口率及び高い透過率のニーズを満たし、液晶ディスプレイの正常な表示
を保証する。もう一方で、第二電極のスリット方向とデータライン方向との間の第一の非
ゼロプリセット角度を設定し、且つ配向膜のラビング方向とデータライン方向との間の角
度は第二非ゼロプリセット角度より大きい。これにより、ラビングロールとアレイ基板と
が相対的に運動する際、データライン方向上の両者の相対速度は小さくなり、ラビングロ
ールと基板との間の相互損傷を減少させ、これによりラビング均一性を高めた。
【００１１】
　本発明の実施例の技術構成をさらに明確に説明するために、以下に実施例の図面を簡単
に説明する。明らかなように、下記記載の図面が係るのは本発明の一部の実施例に過ぎず
、本発明に対し制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】従来技術におけるアレイ基板の上面図である。
【図２】本発明の実施例が提供するアレイ基板の上面図である。
【図３】図２に示されたアレイ基板中のスリット方向、ラビング方向、データライン方向
の関係模式図である。
【図４】本発明の実施例が提供した他のアレイ基板の上面図である。
【図５】本発明の実施例が提供したラビング方法の模式図である。
【図６】図５に示された配向ラビング方法中における、スリット方向、ラビング方向、ラ
ビングロールの軸方向、データライン方向の関係模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
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　本発明の実施例の目的、技術構成及びメリットをさらに明確に説明するために、以下に
本発明の実施例の図面を参照して、本発明の実施例の技術構成についてさらに明確に、完
全に記載する。明らかなように、記載された実施例は本発明の一部の実施例であり、全部
の実施例ではない。記載された本発明の実施例に基づいて、当業者が進歩性のある労働を
必要としない前提において得ることができるその他の実施例も、本発明が保護を求める範
囲に属するものとなる。
【００１４】
　本発明の実施例のアレイ基板は、複数のゲートライン及び複数のデータラインを含み、
これらのゲートラインとデータラインとは互いに交差して、マトリックス状に配列してい
る画素単位を定義し、それぞれの画素単位はスイッチデバイスとしての薄膜トランジスタ
と、液晶の配向を制御する画素電極を含む。以下は一つまたは複数の画素単位について説
明するが、他の画素単位も同じように形成することができる。
【００１５】
（実施例１）
　本発明のすべての実施例において、データラインを基準線として、座標系中の縦座標Ｙ
の方向はデータライン方向と一致する。
【００１６】
　図２に示すように、本発明の実施例はアレイ基板１００を提供する。アレイ基板１００
は、ゲートライン０５、データライン０３、ゲートライン０５とデータライン０３とが互
いに交差することで定義する複数の画素単位を含む。アレイ基板のアレイ構造の表面上に
配向膜が形成されている。配向膜は例えば、ＰＩ（ポリイミド）材料によって形成されて
いる。
【００１７】
　画素単位はそれぞれ、薄膜トランジスタ０６、プレート状の第一電極、及びスリット０
４を設けている第二電極を有する。第二電極のスリット方向１３（即ちスリットの延伸方
向）はデータライン方向Ｙとの間に、第一の非ゼロプリセット角度θ１をなす。配向膜の
ラビング方向１１と第二電極のスリット方向１３との間は、第二非ゼロプリセット角度θ
２をなす。さらに、配向膜のラビング方向１１とデータライン方向Ｙとの間の角度は、第
二非ゼロプリセット角度θ２より大きい。
【００１８】
　この実施例中において、第一電極はアレイ基板１００の画素単位中の第一透明導電層を
形成し、例えば、通常は第一酸化インジウム‐スズ（ＩＴＯ）層である。第二電極はアレ
イ基板１００の画素単位中で形成する第二透明導電層を形成し、例えば、通常は第二ＩＴ
Ｏ層とすることができる。本発明の実施例中において、アレイ基板１００の画素単位の第
一電極と第二電極とから生じる多次元電界が液晶を駆動し、よって通常第二電極はパター
ンを形成した電極であり、且つパターンは通常はストライプ状のスリットであり、これら
のスリットは周囲が密閉されているもの、または一端が開口しているものである。また、
第一電極及び第二電極において、画素単位中の薄膜トランジスタ０６のドレイン電極と接
続する電極は画素電極であり、もう一つは例えば共通電極ラインと接続している共通電極
である。
【００１９】
　本実施例の一つの例において、第一電極とアレイ基板の共通電極ラインとは電気接続さ
れ、第二電極と薄膜トランジスタ０６のドレイン電極とは電気接続されている。図２に示
すように、即ち、本例示中において、第二電極は画素電極０２であり、第一電極は共通電
極０１である。画素電極０２上には複数のスリット０４が設けられ、共通電極０１にはス
リットが設けられてなく、プレート状である。これらのスリット０４は互いに平行し、周
囲は密閉されている。スリット０４はゲートライン０５（またはデータライン０３）に対
して傾斜するように延伸し、その延伸方向は以下においてスリット方向１３と称される。
【００２０】
　アレイ基板の駆動デバイスを含むアレイ構造を製造した後に、アレイ構造上に配向膜を
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塗布し、さらに配向膜に対して配向ラビング操作を行う。配向ラビング操作を行ううえで
、図３（ａ）に示すように、ラビング方向１１とＹ方向との間に形成する角度が、第二電
極のスリット方向１３とＹ方向との間で形成する角度より大きい場合、第二電極のスリッ
ト方向１３とデータライン方向Ｙ方向との間は、第一の非ゼロプリセット角度θ１をなし
、配向膜のラビング方向１１は第二電極のスリット方向１３との間で第二非ゼロプリセッ
ト角度θ２をなす。これからわかるように、配向膜のラビング方向１１とデータライン方
向Ｙとの間の角度の値は、第一非ゼロプリセット角度の値θ１と第二非ゼロプリセット角
度の値θ２との和である。これにより、ラビングロールとアレイ基板とが相互運動する際
、Ｙ方向上において、両者の相対速度は減少し、これによりラビングロールと基板の間と
の相互損傷は減少し、ラビング均一性を高める。好ましくは、第一非ゼロプリセット角度
θ１の範囲は２０～３０度である。この角度は工程上比較的容易に実現することができ、
ラビングロールと基板との間の相互損傷を小さくし、ラビングの均一性を高めた。好まし
くは、第二非ゼロプリセット角度θ２の範囲は５～９度であり、この角度は高い開口率及
び高い透過率の必要性を満たすことができ、これにより液晶ディスプレイの正常な表示を
保証した。
【００２１】
　図３（ｂ）に示すように、ラビング方向１１とＹ方向とが形成する角度が、第二電極の
スリット方向１３とＹ方向とが形成する角度より小さい場合、第二電極のスリット方向１
３とデータライン方向Ｙとの間は第一非ゼロプリセット角度θ１をなし、配向膜のラビン
グ方向１１と第二電極のスリット方向１３との間は第二非ゼロプリセット角度θ２をなす
。これからわかることは、配向膜のラビング方向１１とデータライン方向との間の角度の
値は、第一非ゼロプリセット角度の値θ１と第二非ゼロプリセット角度の値θ２との差で
ある。配向膜のラビング方向１１とデータライン方向Ｙとの間の角度が、第二非ゼロプリ
セット角度θ２より大きい場合、同じようにラビングロールとアレイ基板とが相対的に運
動する際、Ｙ方向において、両者の相対速度は減少し、そのためラビングロールと基板の
間の相互損傷は減少し、これによりラビングの均一性を高めた。好ましくは、第一非ゼロ
プリセット角度θ１の範囲は２０～３０度であり、この角度は工程上実現しやすく、これ
によりラビングロールと基板との間の相互損傷は減少し、ラビングの均一性を高めた。好
ましくは、第二非ゼロプリセット角度θ２の範囲は５～９度であり、この角度は高い開口
率及び高い透過率の必要性を満たすことができ、液晶表示装置の正常な表示を保証した。
【００２２】
　本実施例はアレイ基板を提供し、一方で、配向膜のラビング方向と第二電極のスリット
方向との間が第二非ゼロプリセット角度をなすように設定し、高い開口率及び高い透過率
の必要性を満たし、液晶表示装置の正常な表示を保証した。もう一方で、第二電極のスリ
ット方向とデータライン方向との間で第一非ゼロプリセット角度をなすように設定し、且
つ配向膜のラビング方向とデータライン方向との間の角度は第二非ゼロプリセット角度よ
り大きいようにした。このようにラビングロールとアレイ基板とが相対的に運動する際、
Ｙ方向において、両者の相対速度は小さくなり、これによりラビングロールと基板との間
の相互損傷は小さく、よってラビング均一性を高めた。
【００２３】
（実施例２）
　図４に示すように、本実施例はアレイ基板１００を提供し、ゲートライン０５、データ
ライン０３、データライン０３とゲートライン０５とが互いに交差して定義する複数の画
素単位を含む。アレイ基板のアレイ構造の表面には配向膜がある。配向膜はＰＩ（ポリイ
ミド）材料によって形成されたものである。
【００２４】
　画素単位はそれぞれ、薄膜トランジスタ、プレート状の第一電極及びスリット０４を設
けている第二電極を有し、第二電極のスリット方向１３（即ちスリットの延伸方向）とデ
ータライン方向との間は第一非ゼロプリセット角度θ１をなし、配向膜のラビング方向１
１と第二電極のスリット方向との間は第二非ゼロプリセット角度θ２をなし、且つ配向膜
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のラビング方向１１とデータライン方向Ｙとの間の角度は第二非ゼロプリセット角度θ２
より大きい。
【００２５】
　この実施例中において、第一電極はアレイ基板１００の画素単位中に形成する第一透明
導電層を形成し、例えば、通常は第一酸化インジウム‐スズ（ＩＴＯ）層である。第二電
極はアレイ基板１００の画素単位中で形成する第二透明導電層を形成し、例えば、通常は
第二ＩＴＯ層とすることができる。本発明の実施例中において、アレイ基板１００の画素
単位の第一電極と第二電極とから生じる多次元電界が液晶を駆動し、よって通常第二電極
はパターンを形成した電極であり、且つパターンは通常はストライプ状のスリットであり
、これらのスリットは周囲が密閉されているもの、または一端が開口しているものである
。また、第一電極及び第二電極において、画素単位中の薄膜トランジスタ０６のドレイン
電極と接続する電極は画素電極であり、もう一つは共通電極ラインと接続している共通電
極である。
【００２６】
　本実施例の一つの例において、第一電極とトランジスタ０６のドレイン電極とは電気接
続され、第二電極とアレイ基板の共通電極ラインとは電気接続されている。図４に示すよ
うに、即ち、本例示中において、第二電極は共通電極０１であり、第一電極は画素電極０
２である。共通電極０１上には複数のスリット０４が設けられ、画素電極０２にはスリッ
トが設けられてなく、プレート状である。これらのスリット０４は互いに平行し、周囲は
密閉されている。スリット０４はゲートライン０５（またはデータライン０３）に対して
傾斜するように延伸し、その延伸方向は以下においてスリット方向１３と称される。
【００２７】
　アレイ基板の駆動デバイスを含むアレイ構造を製造した後に、アレイ構造上に配向膜を
塗布し、さらに配向膜に対して配向ラビング操作を行う。配向ラビング操作を行ううえで
、図３（ａ）に示すように、ラビング方向１１とＹ方向との間に形成する角度が、第二電
極のスリット方向１３とＹ方向との間で形成する角度より大きい場合、第二電極のスリッ
ト方向１３とデータライン方向Ｙ方向との間は、第一の非ゼロプリセット角度θ１をなし
、配向膜のラビング方向１１は第二電極のスリット方向１３との間で第二非ゼロプリセッ
ト角度θ２をなす。これからわかるように、配向膜のラビング方向１１とデータライン方
向Ｙとの間の角度の値は、第一非ゼロプリセット角度の値θ１と第二非ゼロプリセット角
度の値θ２との和である。これにより、ラビングロールとアレイ基板とが相互運動する際
、Ｙ方向上において、両者の相対速度は減少し、これによりラビングロールと基板との間
の相互損傷は減少し、よってラビング均一性を高める。好ましくは、第一非ゼロプリセッ
ト角度θ１の範囲は２０～３０度である。この角度は工程上比較的容易に実現することが
でき、ラビングロールと基板との間の相互損傷を小さくし、ラビングの均一性を高めた。
好ましくは、第二非ゼロプリセット角度θ２の範囲は５～９度であり、この角度は高い開
口率及び高い透過率の必要性を満たすことができ、これにより液晶ディスプレイの正常な
表示を保証した。
【００２８】
　図３（ｂ）に示すように、ラビング方向１１とＹ方向とが形成する角度が、第二電極の
スリット方向１３とＹ方向とが形成する角度より小さい場合、第二電極のスリット方向１
３とデータライン方向Ｙとの間は第一非ゼロプリセット角度θ１をなし、配向膜のラビン
グ方向１１と第二電極のスリット方向１３との間は第二非ゼロプリセット角度θ２をなす
。これからわかるように、配向膜のラビング方向１１とデータライン方向との間の角度の
値は、第一非ゼロプリセット角度の値θ１と第二非ゼロプリセット角度の値θ２との差で
ある。配向膜のラビング方向１１とデータライン方向Ｙとの間の角度が、第二非ゼロプリ
セット角度θ２より大きい場合、同じようにラビングロールとアレイ基板とが相対的に運
動する際、Ｙ方向において、両者の相対速度は減少し、これによりラビングロールと基板
との間の相互損傷は減少し、これによりラビングの均一性を高めた。好ましくは、第一非
ゼロプリセット角度θ１の範囲は２０～３０度であり、この角度は工程上実現しやすく、
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これによりラビングロールと基板との間の相互損傷は減少し、ラビングの均一性を高めた
。好ましくは、第二非ゼロプリセット角度θ２の範囲は５～９度であり、この角度は高い
開口率及び高い透過率の必要性を満たすことができ、液晶表示装置の正常な表示を保証し
た。
【００２９】
　本実施例はアレイ基板を提供し、一方で、配向膜のラビング方向と第二電極のスリット
方向との間が第二非ゼロプリセット角度をなすように設定し、高い開口率及び高い透過率
の必要性を満たし、液晶表示装置の正常な表示を保証した。もう一方で、第二電極のスリ
ット方向とデータライン方向との間に第一非ゼロプリセット角度をなすように設定し、且
つ配向膜のラビング方向とデータライン方向との間の角度は第二非ゼロプリセット角度よ
り大きいようにした。このようにラビングロールとアレイ基板とが相対的に運動する際、
Ｙ方向において、両者の相対速度は小さくなり、これによりラビングロールと基板との間
の相互損傷は小さく、よってラビング均一性を高めた。
【００３０】
（実施例３）
　本実施例はアレイ基板の配向膜に用いる配向ラビング方法を提供し、この方法は以下を
含む。
【００３１】
　ラビング方向の操作模式図は図５に示すとおりである。まず、アレイ基板の前進速度及
びラビングロールの軸方向１４、及び回転の角速度を設定する。アレイ基板の前進速度が
向く直線の方向１２とアレイ基板上のデータライン０３の方向Ｙとは相反する。ラビング
ロールの軸方向１４とアレイ基板上のデータライン０３の方向Ｙとの間に第三非ゼロプリ
セット角度θ３をなし、アレイ基板上の第二電極のスリット方向１３とデータライン方向
Ｙとの間は第一非ゼロプリセット角度θ１をなす。
【００３２】
　アレイ基板が設定された前進速度に従って前進し、さらにラビングロールと接触し、こ
れによりラビングロールはアレイ基板のアレイ構造の表面上に形成される配向膜をラビン
グし、配向膜のラビング方向１１と第二電極のスリット方向１３との間は第二非ゼロプリ
セット角度θ２をなす。配向膜のラビング方向１１とラビングロールの軸方向１４とは垂
直であり、且つ配向膜のラビング方向１１とデータライン方向との間の角度は第二非ゼロ
プリセット角度より大きい。
【００３３】
　図６（ａ）に示すように、ラビング方向１１とＹ方向との間で形成する角度が、第二電
極のスリット方向１３とＹ方向との間に形成する角度より大きい場合、ラビングロールの
軸方向１４と配向膜のラビング方向１１とは垂直であり、第三非ゼロプリセット角度θ３
の余角θ４の値は、第一非ゼロプリセット角度θ１の値と第二非ゼロプリセット角度θ２
の値の和である。第三非ゼロプリセット角度θ３の余角の値は、即ち配向膜のラビング方
向とデータライン方向との間の角度の値である。これによってわかるように、配向膜のラ
ビング方向とデータライン方向との間の角度は、第一非ゼロプリセット角度の値θ１と第
二非ゼロプリセット角度θ２の値の和である。
【００３４】
　図６（ｂ）に示すように、ラビング方向１１とＹ方向との間に形成する角度が第二電極
のスリット方向１３とＹ方向との間に形成する角度より小さい場合、ラビングロールの軸
方向１４と配向膜のラビング方向１１とは垂直であり、第三非ゼロプリセット角度θ３の
余角θ４の値は第一非ゼロプリセット角度θ１の値と第二非ゼロプリセット角度θ２の差
である。第三非ゼロプリセット角度の余角の値は、即ち配向膜のラビング方向とデータラ
イン方向との間の角度の値である。これによってわかるように、配向膜のラビング方向と
データライン方向との間の角度の値は第一非ゼロプリセット角度の値θ１と第二非ゼロプ
リセット角度の値θ２の差である。
【００３５】
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　配向膜は例えば、ＰＩ（ポリイミド）材料によって形成され、アレイ基板のアレイ構造
の表面上に塗布されている。
【００３６】
　本実施例は配向ラビング方法を提供し、アレイ基板の前進速度及びラビングロールの軸
方向を設定することにより、配向膜のラビング方向とラビングロールの軸方向とは垂直と
なり、一方で、配向膜のラビング方向と第二電極のスリット方向との間が第二非ゼロプリ
セット角度をなすように設定し、高い開口率及び高い透過率の必要性を満たし、液晶表示
装置の正常な表示を保証した。もう一方で、第二電極のスリット方向とデータライン方向
との間に第一非ゼロプリセット角度をなすように設定し、且つ配向膜のラビング方向とデ
ータライン方向との間の角度は第二非ゼロプリセット角度より大きいようにした。このよ
うにラビングロールとアレイ基板とが相対的に運動する際、Ｙ方向において、両者の相対
速度は小さくなり、これによりラビングロールと基板の間の相互損傷は小さく、よってラ
ビング均一性を高めた。
【００３７】
　本発明の実施例はさらに、液晶表示装置を提供し、互いに対置するアレイ基板とカラー
フィルター基板とを含み、アレイ基板は前述の実施例に記載の任意のアレイ基板である。
カラーフィルター基板上の配向膜のラビング方向と、アレイ基板における配向膜のラビン
グ方向とは反対である。アレイ基板とカラーフィルター基板との間に形成される空間に液
晶を充填することにより、アレイ基板とカラーフィルター基板上の配向膜とがラビング操
作によって形成する微小な凹溝は、それと接触する液晶分子に対し初期配向を行う。
【００３８】
　アレイ基板は、ゲートライン、データライン及びゲートラインとデータラインとが互い
に交差して定義する画素単位を含む。アレイ基板上には配向膜が形成されている。画素単
位は薄膜トランジスタ、第一電極、及びスリットを設けている第二電極を有し、配向膜の
ラビング方向と第二電極のスリット方向との間は第二非ゼロプリセット角度をなし、これ
により高い開口率及び高い透過率の必要性を満たすことが可能で、液晶表示装置の正常な
表示を保証した。第二電極のスリット方向とデータライン方向との間は第一非ゼロプリセ
ット角度をなし、さらに配向膜のラビング方向とデータライン方向との間の角度は第二非
ゼロプリセット角度より大きく、ラビングロールとアレイ基板とが相対的に運動する場合
、データライン方向上における両者の相対的な速度は減少し、これによりラビングロール
と基板との間の相互損傷を減少させ、よってラビング均一性を高めた。
【００３９】
　本発明が開示している技術範囲内において、変更または置換えに当業者が容易に想到で
きるものは、いずれも本発明の保護範囲に含まれる。よって、本発明の保護範囲は、請求
の範囲に記載の範囲を基準とすべきである。
【符号の説明】
【００４０】
　　０１　共通電極
　　０２　画素電極
　　０３　データライン
　　０４　スリット
　　０５　ゲートライン
　　０６　薄膜トランジスタ
　　１１　ラビング方向
　　１２　基板の前進方向
　　１３　スリット方向
　　１４　ラビングロールの軸方向
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【国際調査報告】
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摘要(译)

本发明实施例提供了一种阵列基板，液晶显示装置和对位摩擦方法。阵
列基板包括栅极线，数据线以及由栅线和数据线相互交叉定义的像素单
元，以及形成在阵列基板上的取向膜。每个像素单元包括薄膜晶体管，
第一电极和设有狭缝的第二电极;所述第二电极的狭缝方向与数据线方向
之间存在第一非零预设角度，所述取向膜的摩擦方向与所述第二电极的
狭缝方向之间存在第二非零预设角度，所述第二电极以及所述取向膜的
摩擦方向与所述数据线方向的夹角大于所述第二非零预设角度。
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